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福
武
教
育
振
興
財
団
は
、
海
外

教
育
事
情
調
査
が
第
十
回
を
迎
え

た
の
を
記
念
し
て
、
特
別
企
画
海

外
教
育

・
文
化
事
情
調
査
を
実
施

し
た
。
財
団
の
役
員
及
び
過
去
の

海
外
調
査
の
参
加
者
か
ら
希
望
者

を
募
り
、
二
十
四
名
で
調
査
団
を

編
成
し
た
。
谷
国
理
事
長
を
団
長

と
す
る

一
行
は
七
月
二
三
日
岡
山

を
立
ち
、
上
海
、
西
安

を
経
て
二
四
国
敦
燈
に

着
い
た
。
井
上
靖
の
小

説
を
読
み
、
映
画

「敦

煙
」
の
記
憶
も
あ
り
、

更
に
五
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛

星
放
送
で
莫
高
窟
の
中

ま
で
見
せ
て
も
ら
い
、

い
や
が
上
に
も
興
味
と

関
心
を
か
き
立
て
て
の

敦
燿
入
り
で
あ
っ
た
。

予
想
は
し
て
い
た
も

の
の
七
月
下
旬
は

一
年
で
最
も
暑

い
時
期
で
早
朝
か
ら
３０
度
を
超
え

る
。
西
の
か
た
陽
関
を
出
づ
れ
ば

故
人
無
か
ら
ん
、
と
王
維
が
詠
ん

だ
陽
関
ま
で
あ
ｋｍ
を
冷
房
の
利
き

の
悪
い
バ
ス
で
行
く
。
陽
関
を
見

て
帰
り
に
敦
燈
古
城
へ
寄
っ
た
時

気
温
♂
度
。
だ
が
湿
度
４５
％
で
国

陰
に
居
れ
ば
し
の
げ
る
。
映
画
の

セ
ッ
ト
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
今

は
観
光
の
地
と
な
っ
て
い
る
。

時
差
の
関
係
で
ま
だ
日
が
さ
す

午
後
七
時
こ
ろ
鳴
砂
山

へ
向
か

う
。
基
地
で

一
人

一
頭
の
ら
く
だ

に
乗
り
、
砂
山
の
ふ
も
と
ま
で
二

十
分
の
旅
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
悪
い

が
歩
く
よ
り
は
楽
だ
。

翌
二
五
日
待
望
の
莫
高
窟

へ
。

四
九

二
窟
の
う
ち
十

一
窟
を
見

た
。
う
ち
二
窟
は
特
別
料
金
で
の

見
学
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
で
ガ

イ
ド
を
し
た
楊
麗
英
さ
ん
が
案
内

し
て
く
れ
た
。
仏
像
、
壁
画
、
ど

れ
を
と

っ
て
も
そ
れ
こ
そ
最
高
、

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
世
界

遺
産
も
当
然
の
こ
と
と
う
な
す
け

る
。市

内
の
博
物
館
で
先
刻
見
た
文

化
遺
産
を
復
習
し
た
後
、
夜
行
列

車
に
乗
る
た
め
柳
園
に
向
か

っ

た
。
３８
度
二
時
間
の
バ
ス
移
動
は

皆
こ
た
え
た
よ
う
だ
。

軟
臥
の
客
室
は
四
人
同
室
で
ま

す
快
適
と
言
え
る
。
早
朝
吐
魯
番

に
着
き
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
、

孫
吾
空
が
活
躍
し
た
火
焔
山
を
見

学
、
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
で
は
安
ら

か
な
夫
婦
の
ミ
イ
ラ
に
合
掌
。
次

い
で
千
五
百
年
前
の
高
昌
城
跡
を

訪
れ
、
玄
美
三
蔵
が
説
教
し
た
と

言
う
講
堂
跡
で
し
ば
し
回
想
に
ふ

け
っ
た
も
の
で
あ
る
。

午
後
は
人
々
の
生
命
の
基
で
あ

る
カ
レ
ー
ズ

（地
下
水
）
を
見
て

前
二
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
交
河
故

城
に
向
か
っ
た
が
こ
れ
に
は
参
っ

た
。
気
温
４０
度
の
中
、
だ
ら
だ
ら

坂
を
約
ｌ
ｋｍ
登
る
と
国
陰
も
何
も

な
い

一
面
の
廃
虚
だ
。
同
じ
道
を

た
ど

っ
て
や
っ
と
戻
っ
た
時
は
ミ

イ
ラ
に
な
る
寸
前
か
と
思
わ
れ

た
。二

七
日
高
速
道
を
烏
魯
木
斉

へ
。
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
の
区
都

で
人
口
百
二
十
万
の
大
都
市
だ
。

夜
、
岡
山
か
ら
同
行
し
た
現
地
人

の
家
族
の
歓
待
を
受
け
た
。
翌
日
、

自
治
区
教
育
委
員
会
、
新
彊
大
学
、

新
彊
芸
術
学
院
を
相
次
い
で
訪
れ

現
地
の
教
育
事
情
を
勉
強
し
た
。

そ
の
後
博
物
館
で
、
幻
の
都
楼

蘭
の
美
人
ミ
イ
ラ
と
対
画
し
た
。

二
九
日
烏
魯
木
斉
か
ら
上
海

へ

飛
ん
で

一
泊
、
翌
日
岡
山
へ
無
事

帰
着
し
た

一
行
は
、
夢
に
見
た
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
を
終
え
、
こ
れ

を
夢
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い

と
、
目
下
紀
行
本
の
執
筆
に
意
欲

を
燃
や
し
て
い
る
。
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九
月
二
十
四
国
は
中
秋
の
名
月

で
あ
る
。
中
国
で
は
こ
の
時
期
に

は
月
齢
が
作
ら
れ
、
露
店
で
も
デ

パ
ー
ト
で
も
必
す
目
に
つ
く
。
製

造
元
は
多
い
が
先
日
食
べ
た
も
の

は
中
国
人
向
き
の
昧
だ
っ
た
。

広
島
の
も
み
じ
鰻
頭
の
製
造
機

械
が
北
京
に
渡
り
、
現
地
で
売
り

出
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
研
究
を
重

ね
て
中
国
風
の
味
に
す
る
と
い

う
。
烏
魯
木
斉
の
あ
ひ
る
の
水
か

き
は
、
見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い

が
全
体
に
ワ
サ
ビ
が
た
っ
ぶ
り
利

い
て
い
て
国
に
入
れ
る
と
鼻
に

ツ
ー
ン
と
き
た
。

同
じ
烏
魯
木
斉
で
う
な
ざ
の
ぶ

つ
切
り
を
煮
た
も
の
が
出
た
。
当

然
骨
付
き
で
あ
る
。

鄭
州
の
サ
ソ
リ
の
空
揚
げ
は
、

形
は
サ
ソ
リ
だ
が
味
は
で
び
ら
の

空
揚
げ
の
尻
尾
と
思
え
ば
よ
い
。

珍
し
い
食
物
に
出
会
う
の
が
旅

の
楽
し
み
で
も
あ
る
。
　

（須
賀
）

〔題
字
は
谷
回
澄
夫
理
事
長
〕

一　

梅
原
郁
先
生
の
講
演
の
録
音
テ
ー

一
プ
は
、
四
分
テ
ー
プ
と
‐６０
円
切
手
を

一
事
務
局
ま
で
屈
け
て
く
だ
さ
れ
ば
ダ

一
ビ
ン
グ
い
た
し
ま
す
。

シルクロード紀行

莫高窟の入 Iコで記念撮影

40°の炎天下で足もにぶりがち

V r ヽ
白治区教育委員会で情辛R交換

食

物

雑

記

第
13
回

優
れ
た
教
育
噛
業
績
を
上
げ
た

個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る

「福
武

哲
彦
教
育
賞
」
の
本
年
度
贈
呈
式

は
◆
年
七
月
十
五
日
、
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
学
校
間
連

携
委
員
会

（安
東
達
郎
委
員
長
）
、

岡
山
県
臨
床
心
理
士
会

（清
板
芳

子
会
長
）
、
就
実
中
学
校

・
高
等

学
校

（武
内
員
吾
校
長
）
の
三
団

体
に
、
谷
□
理
事
長
か
ら
賞
状
と

副
賞

（各
五
十
万
円
）
の
目
録
、

記
念
メ
ダ
ル
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ

で
同
教
育
賞
の
受
賞
者
は
昭
和
六

福

武

哲

彦

教

育

賞

教
育
研
究
助
成
・
図
書
助
成
贈
呈
式

十
二
年
の
創
設
以
来
十
六
人
、
三

十
三
団
体
と
な
っ
た
。

ま
た
、
保
育
所
小
幼
稚
園
、
小
、

中
、
高
、
特
殊
教
育
諸
学
校
及
び

専
門
学
校
等
に
お
い
て
、
教
育
の

内
容
、
方
法
、
及
び
教
材
開
発
等

に
関
す
る
注
目
す
べ
き
実
践
的
研

寃
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や
グ

ル
ー
プ
に
対
す
る

「教
育
研
究
助

成
」
四
十
件
、
学
校
園
の
図
書
館

利
用
の
進
展
と
読
書
活
動
の
振
興

を
目
的
と
す
る

「図
書
助
成
」
三

十
二
件
に
、
谷
国
理
事
長
か
ら
賞

状
と
助
成
金

（上
限
教
育
研
究
助

成
二
十
万
円
、
図
書
助
成
十
万
円
）

の
目
録
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
に
渡

さ
れ
た
。
こ
れ
で
教
育
研
究
助
成

は
昭
和
六
十
二
年
の
創
設
以
来
三

百
九
十
九
件
と
な
り
、
図
書
助
成

は
三
百
八
件
と
な
っ
た
。

今
年
の
変
更
点
と
し
て
、
過
去

二
年
実
施
し
た

「
図
書
館
助
成
」

は

「教
育
研
究
助
成
」
に
含
め
る

こ
と
と
し
、
図
書
館
の
図
書
、
資

料
の
充
実
を
目
的
と
し
て
従
来
実

施
し
て
い
た

「
図
書
助
成
」
を
、

要
望
に
応
え
て
復
活
さ
せ
た
。

今
後
も
先
生
方
の
声
を
尊
重
し

な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
田
）

Ｏ
Ｎ
Ｎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

は
、
「地
域
の
日
本
語
教
育
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
設
立
、

今
年
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
会

員
は
、
約
五
十
名
。
主
な
活
動
と

し
て
、
火
曜
日
の
夜
と
木
曜
日
の

午
前
中
に
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、
日
本
語
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

九
月
二
日
木
曜
日
、
日
本
語
講

座
を
訪
間
し
ま
し
た
。
十
五
、
六

人
位
の
外
国
の
方
が
、
六
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

Ｏ
Ｎ
Ｎ
側
の
先
生
が

二
名

つ
い

て
、
熱
心
に
国
本
語
を
勉
強
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
身
振
り
、
手
振

り
で

一
生
懸
命
違
い
を
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
先
生
や
、
自
作
の
イ

ラ
ス
ト
で
会
話
の
練
習
を
試
み
る

先
生
な
ど
、
創
意
工
夫
が
光
り
ま

す
。
普
段
何
気
な
く
使

っ
て
い
る

日
本
語
が
、
外
国
の
方
に
教
え
る

と
な
る
と
、
こ
ん
な
に
難
し
い
も

の
な
の
か
と
実
感
し
ま
し
た
。
先

生
方
は
、　
一
回
三
、
四
時
間
も
準

備
に
時
間
を
か
け
て
、
講
座
に
臨

ま
れ
る
そ
う
で
す
。
少
し
で
も
分

か
り
や
す
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て

早
く
上
達
し
て
欲
し
い
と
の
情
熱

は
生
徒
さ
ん
た
ち
に
も
通
じ
、
皆

さ
ん
生
き
生
き
と
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
講
座
が
終
わ
る
と
、
反
省

や
進
行
状
況
を
話
し
合
い
、
生
徒

さ
ん

一
人

一
人
に
き
め
細
や
か
な

対
応
を
心
が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
月
に

一
度
、
火
　
木
両

講
座
合
同
の
連
絡
会
議
で
、
運
営

上
の
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
な

ど
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
日
本
語
の
広
が
り
を

願
っ
て
、
Ｏ
Ｎ
Ｎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
こ
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
（佐
々
木
）
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講

演

要

旨

我
が
国
は
中
国
と
の
千
年
以
上

の
付
き
合
い
の
中
で
多
く
の
事
を

学
び
そ
の
文
化
を
受
け
入
れ
て
き

た
。
し
か
し
中
国
の
現
実
は
我
々

の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
違

う
面
が
多
い
。
例
え
ば
ウ
ー
ロ
ン

茶
は
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
は
飲
ま

な
い
し
、
中
国
で
本
場
の
冷
し
中

華
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
も
そ
ん

な
も
の
は
な
い
。
我
が
国
で
は
官

吏
と

一
語
と
し
て
使
う
が
、
中
国

で
は

「官
」
と

「吏
」
は
全
く
違

う
、
な
ど
。

日
本
の
三
十
倍
に
近
研
国
土
と

十
数
億
の
人
口
を
有
す
る
中
国
が

三
千
年
以
上
も

一
つ
の
国
を
維
持

し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、ョ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
と
比
べ
る
と
非
常
―こ．
不
思

議
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の

一
つ
に
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
漢
代

か
ら
清
代
ま
で
は
儒
教
、

一
九
四

九
年
以
後
は
マ
ル
ク
ス

・
毛
沢
東

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
ろ
う
。

儒
学
は
孔
子
以
前
も
孔
子
以
後

も
絶
え
す
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
続

け
て
◆
日
に
及
ん
で
い
る
。
漢
の

武
帝
が
初
め
て
儒
教
理
念
を
国
の

方
針
と
し
、
官
に
就
く
た
め
の
条

件
と
し
た
。
儒
家
は
や
が
て
儒
教

と
変
わ
る
の
で
あ
る
。

儒
教
の
パ
イ
ブ
ル
に
相
当
す
る

経
書
は
、
我
々
に
は
四
書
五
経
と

い
う
方
が
わ
か
り
や
す
い
が
、
日

本
人
が
受
け
入
れ
た
の
は
最
も
や

さ
し
い
四
書
で
、
難
解
な
五
経
は

敬
遠
さ
れ
た
。
し
か
し
五
経
こ
そ

が
儒
の
中
心
な
の
で
あ
る
。

五
経

（易
経
、
書
経
、
詩
経
、

騰
、
春
秋
）
の
う
ち
、
潜
は
す
べ

て
の
庶
民
に
も
か
か
わ
り
を
持

ち
、
今
で
も
人
々
の
中
に
生
き
て

い
る
。
博
は
礼
儀
で
は
な
く
社
会

生
活
の
規
範
で
あ
り
、
個
人
生
活

の
規
範
で
あ
る
。
そ
の
根
本
に
あ

る
の
が
家
属
で
あ
る
。
自
分
を
中

心
と
し
て
前
後
四
代
す
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
兄
弟
姉
妹
は
同
じ
家
に
属

し
、　
一
朝
事
あ
れ
ば
全
員
が

一
致

団
結
す
る
。

日
本
は
中
国
の
文
化
の
根
幹
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
無
視
し
、
国

本
に
役
立
ち
そ
う
な
も
の
だ
け
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に

中
国
文
化
の
本
質
は
か
な
り
違
う

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

表
面
的
な
言
葉
や
事
象
を
う
の
み

に
せ
す
、　
一
歩
下
が

っ
て
見
た
り

考
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
　

　

　

（須
賀
）

夏
体
み
も
残
り
わ
す
か
と
な
っ

た
日
、
附
属
中
学
校
の
平
野
圭

一

先
生
を
訪
ね
た
。
同
じ
数
学
科
の

大
月

一
泰
先
生
も
同
席
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

平
野
先
生
は
教
育
研
究
助
成
を

平
成
十
年
度

・
十

一
年
度
と
二
年

連
続
で
受
け
ら
れ
て
い
る
。
研
究

テ
ー
マ
は
、
審
同
性
能
電
卓
を
数

学
科
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
」
で

あ
り
、
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。

ま
す
、
古同
性
能
電
卓
と
は
、
数
式

処
理
や
グ
ラ
フ
電
卓

・
作
図
ツ
ー

ル
等
の
機
能
の
付
い
た
優
れ
物
で

あ
る
。
こ
の
電
卓
を
数
学
の
授
業

に
取
り
入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

平
野
先
生
と
大
月
先
生
と
も
に
強

調
さ
れ
た
こ
と
は
、
審
同
性
能
電

卓
を
問
題
の
答
え
を
出
す
こ
と
に

あ
て
る
の
で
は
意
味
が
な
い
。
実

験
を
し
て
み
た
り
、
授
業
で
の
理

解
を
深
め
る
上
で
有
効
な
活
用
法

を
常
に
心
が
け
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。

高
性
能
電
卓
は
、
距
離
測
定
装

置
を
つ
な
げ
る
と
、
人
や
物
が
動

く
様
を
グ
ラ
フ
化
す
る
機
能
も
備

え
て
い
る
。
距
離
測
定
装
置
の
前

に
立
ち
、
私
も
歩
か
せ
て
い
た
だ

い
た
。
画
面
を
の
ぞ
く
と
、
動
い

た
様
子
は
台
形
と
な
っ
て
現
れ
て

い
た
。
実
際
の
授
業
で
は
、
ど
う

い
う
形
を
描
き
た
い
の
か
を
班
で

話
し
合
い
、
皆
で
協
力
し
て
希
望

の
形
に
な
る
よ
う
に
歩
い
た
り
、

止
ま
っ
た
り
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
と

工
夫
を
し
た
そ
う
だ

（
写
真
参

昭
感
。

効
果
的
に
高
性
能
電
卓
を
使
う

数
学
の
授
業
は
、
随
分
魅
力
的
な

も
の
に
感
じ
ら
れ
た
。
　

（岡
田
）
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一
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第11回 数育・文化

講演する4好原教授

糸吉果はOHPに写 し出さオ化る

講演に聞き入る聴衆

1箭岳違 纂 !学蔀■
|lilflll呼尉中学校

―

■教詭エ

平成 11年度の文化関係助成は、伝統文化部門と現代

文化部門の二部門で、そ才孔ぞれ文化活動と調査研究に

分けて、フ月 ]日 から公募を開始し、8月 25日の締め

切りまでに、伝統文化部門で |よ文化活動 19件、調査研

究 ]2件、呪代文化部門では文化活動74作、調査研究

]]件、合計で ]]6件の応募があつた。平成9年度の助

成事業開始時の6フ件、平成 10年度の98件から更に増

加した。

9月 ]日から、伝統文化部門|よノー トルダム清心女子

大学客員教授小寺聰氏を座長に、現代文化部門|よ美作

女子大学長目瀬守男氏を座長に、それぞ′イ孔この方面の

専門家、学識経験者ら9名すつ、合計 ]8名の審査委員

による一次審査を経て、9月 14日二次審査が行われた。

審査に当たつては、伝統文化叉 |よ現代文化の振興と、

地助の渚性化につながることをねらしヽとした助成の目

的に沿つているかどうか、文化温動や調査研究の効果

が認められるかどうか、こ才1までの実績と将来性 lよ確

かかどうか、としヽう審査基準に加えて、連続助成 |よ原

則2年とする、単なる趣味や同好のグループ渚動など

は除外するなどの細かしヽ留意点を踏まえて厳正、公平、

慎重な審査が行われた結果、伝統文化部門で |よ文化活

動 ]4件、調査研究フ件、現代文化部門で |よ文化渚動

28件、調査研究]件、合計50件につしヽて、 ]件につき

]0万円から最高30万円まで、総額810万円の助成候

補を選考した。

こイlらの候補につしヽて、9月 2]日までに財団の理事

全員の同意を得て正式に本年度の助成先が決定した。

決定した団体、個人 |よ以下のとおりである。(申請順 )

伝統文化部門 (文化活動)

]横 仙歌舞伎保存会
2 金光拓本の会
3 雪舟を語る会
4 備前岡山獅子舞太鼓唄保存会
5 弘西備前太鼓唄普及会
6 芳柳会
フ 備中神楽倉敷社
8 八幡祭り保存会
9 櫻屋幸吉保存会
10 打穴中「鬼山lSヽる里」しヽきしヽき会
]]吉 備楽十六日会

奈義町

金光町

芳井田子

岡山市

岡山市

岡山市

倉敷市

笠岡市

玉野市

中央町

岡山市

和意谷史跡保存会

津島八朔踊り保存会

米来学区心をつなぐ地域活動推進委員会

12

13

14

吉永町

岡山市

久世町

伝統文化部門 (調査研究)

]成 羽古文書研究会
2 長船盛家鍛刀所
3 川上町拓友会
4 古代吉備のガラスの科学分析
5 池田民子 :「亀甲岩」の研究、普及
6 守田勝彦 :「吉田家文書」の解読、保存
フ 西大寺愛郷会

現代文化部門 (文化活動)

]吉 備高原国際親善交流会
2 岡山邦楽合奏団
3 児島少年少女合唱団
4 朗読塾
5 新見演劇フェスティバルの会
6 佐良山未来ビジヨン研究会
フ ボランティア人形劇サークル 風の子
8 きんちゃい座
9 山陽町民音楽祭実行委員会
10 高梁市重謡のまちづくり推進委員会
]]朗 読奉仕l]ヽきの会
12 伊与部山史跡開発推進委員会
]3 観光ボランティアガイドブック作成グループ
14 岡山ポリフォニーアンサンブル
15 岡山南子ども劇場
]6 岡山市青年協議会
]フ ボランティアグループ ぼんぼこりん
18 劇団ひびき
19 真庭美ししヽ森林づくりの会
20 倉敷アカデミーアンサンブル
2]桃 太郎少年合唱団
22 山陽こども劇場
23 ダイスキミーツ99実行委員会
24 国際生活体験岡山地区委員会
25 人形劇サークル まつぼつくり
26 CARAT プロジェクトカンパニー
27 あるぱるぱ協会 地球と見合つた生活文化クラブ
28 ドラネコ座

現代文化部門 (調査研究)

]作 州野鳥の会

成羽田」

長船町

川上町

倉敷市

中央町

岡山市

岡山市

賀陽町

岡山市

倉敷市

岡山市

新見市

津山市

鴨方町

滓山市

山陽町

高梁市

岡山市

総社市

岡山市

岡山市

岡山市

岡山市

B券山町

岡山市

勝山町

倉敷市

岡山市

山陽町

岡山市

岡山市

美星町

岡山市

岡山市

岡山市

滓山市

不 易 (第4号)。。●。
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